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▲碑には太宰の好物サクランボが 
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太

宰
没

5
0年
 

節

目

の
桜

桃

忌
 

生
家
「
斜
陽
館
」
が
県
重
宝
に
指
定
 

昭
和
四
十
三
年
の
第
二
1
回
か

ら
金
木
町
で
開
催
さ
れ
、
節
目
の

五
十
回
目
を
迎
え
た
桜
桃
忌
が
六

月
十
九
日
、
県
立
芦
野
公
園
太
宰

文
学
碑
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

偉
大
な
作
家
太
宰
治
を
し
の
び
、
 

今
年
は
例
年
の
二
倍
と
も
、
三
倍

と
も
つ
か
な
い
大
勢
の
方
々
が
参

列
し
、
太
宰
の
め
い
福
を
祈
り
ま

し
た
。
 

太
宰
は
昭
和
ニ
十
三
年
六
月
、
 

東
京
都
三
鷹
市
の
玉
川
上
水
に
投

身
。
と
き
同
じ
く
六
月
、
生
家
津

島
家
は
人
手
に
渡
り
ま
し
た
。
 

「撲
ば
れ
て
あ
る
こ
と
の
 
悦
惚

と
不
安
と
 
二
つ
わ
れ
に
あ
り
」
 

作
家
と
し
て
選
ば
れ
た
太
宰
が
、
 

天
国
へ
旅
立
っ
て
か
ら
五
十
年
。
 

生
家
が
太
宰
治
記
念
館
「
斜
陽

館
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
リ
、
太

宰
ブ

ー
ム
ー
色
の
中
で
行
わ
れ
た

式
典
で
鳴
海
町
長
は
「
全
町
民
が

結
集
し
て
『斜
陽
館
』
を
ア
ピ
ー
ル
 
 し

て
い
く
と
と
も
に
、
太
宰
夫
婦

の
安
ら
か
な
眠
り
を
念
じ
ま
す
」
 

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
太
宰
の

長
女
・
津
島
園
子
さ
ん
が
「
節
目

の
年
に
『
斜
陽
館
』
も
復
元
さ
れ
、
 

こ
ん
な
に
大
勢
の
方
に
太
宰
が
慕

わ
れ
て
、
感
慨
深
い
思
い
で
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
 

山
梨
県
河
口
湖
町
の
小
佐
野
常
夫

町
長
か
ら
 
「斜
陽
館
オ
ー
プ
ン
の
 
 記

念
す
べ
き
年
の
第
五
十
回
桜
桃

忌
が
大
盛
会
に
挙
行
さ
れ
ま
す
こ

と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
友

好
都
市
関
係
に
あ
る
金
木
町
の
ご

発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
 

文
学
碑
に
は
、
名
川
町
の
さ
く

ら
ん
ぽ
娘
が
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
供
え
、
 

「走
れ
メ
ロ
ス
」
 
の
コー
ラ
ス
曲

が
流
れ
る
中
、
白
い
菊
を
参
列
者

が

一
本
一
本
碑
に
献
花
し
ま
し
た
。
 

旅
館
「
斜
陽
館
」
時
代
の
女
将
、
 

黒
滝
弥
生
さ
ん
は
 
「太
宰
を
通
し

て
色
々
な
人
と
の
交
流
が
私
の
宝
。
 

斜
陽
館
を
町
に
譲
っ
て
よ
か
っ
た

と
改
め
て
思
う
」
 
と
しみ
じ
み
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

式
典
終
了
後
、
場
所
を
中
央
公

民
館
に
移
し
、
津
島
園
子
さ
ん
を

講
師
に
「没
後
五
＋
年
を
迎
え
て
」
 

と
題
し
、
文
化
講
演
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
園
子
さ
ん
は
、
昨
年
亡
 

(
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ト
県
重
宝
に
指
定
さ
れ
た
斜
陽
館
 

太
宰
治

満
五
十

年
忌
 

コ
J

』【
八
 

七
愛
鍬
瞬
虻
彫
膨
 
記
 
念
 

県
下
金
木
俳
句
大
会
 

万
緑
や
太
宰
生
家
の
太

い
梁
 

人
間
失
格
読
ん
で
植
田
の
風
の
中
 

太
宰
治
そ
の
横
顔
の
薄
暑
か
な
 

桜
の
実
メ
ロ
ス
走
ケ

ロ
と
朗
読
せ
り
 

三
味
線

の
昂
り
て
馬
鈴
暮
花
さ
か
り
 

借
金
を
半
分
返
し
髪
洗
う
 

せ
ん
べ
い
の
焦
げ
る
に
お
い
や
桜
桃
忌
 

地
獄
絵
の
墓
が
出
て
く
る
太
宰
の
地
 

太
宰
碑
へ
歩
を
戻
し
け
り
花
の

雨
 

夏
蝶
の
影
淡
あ
は
と
三
味
線

碑
 

泣
き
た
く
て
飲
む
酒
も
あ
る
太
宰
の
忌
 

太
宰
の
忌
明
治
の
破
璃
の
う
す
ゆ
が

み
 

松
風
の
透
く
音
太
宰
忌
五
十
年
 

不
死
鳥
の
眼

は
紫
に
桜
の
実
 

髪
洗
ふ
赤
ん
坊
が
腹
蹴
る
と
言
ふ
 

太
宰
碑
や
名
残
り
の
桜
風

に
散
り
 

峰
 
秀

女

（
金
 
木

）
 

草
野

力
丸

（
深
 
浦

）
 

松
宮

梗
子

（
五
所
川
原
）
 

福
士
光
生

（
尾
 
上

）
 

長
内
蝉
骨
（
金
 
木

）
 

鎌
 
田
 祐
嗣
（
浪
 

岡
）
 

千
葉
恭
秀

（
浪
 

岡
）
 

長
内
 
博

（
平
 

賀
）
 

藤

枕
 
流

（
弘
 

前
）
 

清

水

雪
 
江
（
藤
 
崎

）
 

佐
藤
 
正
 
賢
（
弘
 

前
）
 

葛
西
幸
子
（
金
 
木

）
 

会
津

正
 
治
（
板
 

柳
）
 

松

川
青
雅
（
金
 
木

）
 

桜

庭
楚
子
（
板
 

柳
）
 

坂
 
田
 
雅
人

（
金
 
木

）
 

(
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く
な
っ
た
母
美
知
子
さ
ん
と
太
宰

に
つ
い
て
切
々
と
語
り
ま
し
た
。
 

父
の
津
島
家
、
母
の
石
原
家
を
家

系
図
で
説
明
し
な
が
ら
、
「
母
や
石

原
家
は
、
失
意
の
中
に
い
た
太
宰

を
立
ち
直
ら

せ
た
い
と
受
け
入

れ
、
 

太
宰
を
迎
え
た
。
そ
の
母
が
亡
く

な
っ
た
後
、
遺
品
を
整

理
し
て
い

く
の
は

つ
ら
い
も
の
が
あ
っ
た
。
 

そ
の
中
か
ら
見

つ
か
っ
た
『
人
間

失
格
』
 
の草
稿
な
ど

は
、
物
を
大

切
に
す
る
母
だ
っ

た
か
ら
残
っ

て

い
た
も
の
。
そ
ば
で
太
宰
を
支
え

て
き
た
母
は
、
原
稿
を
見
る
こ
と

で
太
宰
を
し

の
ん
で
き
た
。
母
の

日
記
を
読
み
返
し
、
代
表
作
『
津

軽
』
執
筆
の

た
め
の
出
発
当
日
、
 

弁
当
作
り
な
ど

で
忙
し

い
朝
を
迎
え
て
い

る
こ

と
や
、
 
『
明
日
帰
る
』
 

と
電
報
が
届
い
た
こ
と

太
宰
が
両
手
い
っ
ぱ
い

に
お
土
産
を
持
っ

て
帰

っ
て
き
た
こ
と
な
ど
。
 

母
は
太
宰
の
死
、
息
子

の
死
で
つ
ら
く
苦
し

い

日
々
を
送
っ
た
。
太
宰

を
気
遺
い
沈
黙

を
守
っ

て
き
た
五
十
年
で
し
た
」
 

と
講
話
し
、
約
二
百
人

の
聴
衆
の
方
は
じ
っ

と
 

耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
 

今
年
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン

し
た
 
「斜
陽
館
」
 
が七
月
二
日
に

県
の
重
宝
に
指
定
さ
れ
、
来
館
者

は
七
月
七
日
現
在
で
四
万
人
を
突

破
し
、

五
月
四
日

に
は
一
日
で

一
一

千
八
百
七
十
人
と
多
数
の
方
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
町
も
四
月
十
七
日

に
河
口
湖
町
と
「
太
宰
の
ふ
る
さ

と
友
好
都
市
協
定
」
を
締
結
。
今

年
九
月
に
は
金
木

中
学
校
が
修
学

旅
行
で

河
口
湖
町
を
訪
れ
る
と
い

う
こ
と
で

す
。
 

太
宰
を
生
ん
だ
金
木

町
、
誇
り

を
持
っ
て
言
い
た
い
も
の
で
す
。
 

私
た
ち
の
故
郷
は
「
太
宰
の
ふ
る

さ
と
金
木
町
」
 
と
。
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大会出場葉 

【ソフトボール部】 

I 県大会も全力で戦うので、応援よろしくお
願いします」 

【野球部】 

「県大会では自分たちの野球をし、一戦必勝
で頑張る」 

【ソフトテニス部】 

みんなで力を合わせて、精一杯頑張りたい」  

【陸上部】 

「県大会入賞を目標として、日ごろの練習を
頑張る」 

【剣道部】花田映子 
	

【相撲部】 

「初めての県大会なので、精―杯 
	

「練習は一番きついと思うので、県大会でも 
頑張りたし、I 
	

優勝したい」 
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金
木
南
中
 

皿中体連皿 

【ソフトテニス部】棟方 碧・津田陽香 

「初戦突破目指して、自分のベストを尽くせ
るよう頑張る」 

【陸上部】 

奈良享平・中村友哉・米谷敬太・大橋正弥 
「県大会までの練習を精一杯取り組み、入賞 
目指して頑張ってくる」 

【相撲部】 

「これからの練習を大事にして、東北大会目 
指し頑張る」 

戸r 

【水泳部】津田洋輔 
	

【剣道部】鳴海昌子・白月はり子 

「県大会はレベルが高くなるので、 	 「全力を尽くしてきます。（警察の先生、長尾 
上位に入れるよう頑張りたい」 

	
先生、頑張ってきます）」 



難
 自
転
車
安
全
教
室
 

鉢

‘
「槻
子
め
藻
い
」
緑
 

小
 

ま
 
ち
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「虫
」
を先
頭
に
太
刀
振
り
を

喝
披
露
す
る
子
供
た
ち
 

ト
見
事
な
「
さ
つ
き
」
に
 

訪
れ
た
人
は
思
わ
ず
ク
た
め
息
4
 

豊
作
願

い
 

「
虫
送
り
」
 

ー
嘉

瀬
子
ど

も
会

ー
 

嘉
瀬
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
合

会

（
会長
廿
木
村
美
智
子
）
は
六

月
十
三
日
、
豊
作
祈
願
と
稲
や
農

作
物
に
つ
く
病
害
虫
を
追
い
払
う
 

「虫
送
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
 

昭
和
六
十

一
年
の
子
ど
も
会
結

成
を
契
機
に
、
伝
統
芸
能
の
継
承
 

さ
つ
き
 

展
示
会
 

ー
金
木
盆
栽
会

ー
 

六
月
十
二
日
か
ら
1
四
日
ま
で

の
三
日
間
、
今
年
で
十
回
目
を
迎
 

、え
た
 
「さ
つ
き
展
示
会
」
 
が商
工

会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

金
木
盆
栽
会
の
会
員
十
三
人
が
、
 

真
心
を
込
め
て
育
て
上
げ
た
さ
つ

き
が
見
事
な
ア
ー
ト
を
描
き
、
訪
 
 と

子
ど
も
会
活
動
の

一
環
と
し
て
、
 

同
六
十
三
年
に
復
活
し
た
虫
送
り

は
今
年
で
十

一
回
目
。
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
す

る
子
ど
も
た
ち
や
、
獅
子
舞
、
荒

馬
保
存
会
関
係
者
ら
約
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
 

嘉
瀬
公
民
館
の
出
発
式
で
団
結

を
図
り
、
参
加
者
は
カ
虫
4
を
先

頭
に
中
柏
木
地
区
か
ら
虫
送
り
を

行
い
、
笛
や
太
鼓
に
合
わ
せ
太
刀

振
り
、
獅
子
舞
を
披
露
し
な
が
ら

練
り
歩
き
、
沿
道
の
町
民
ら
か
ら

盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
 

れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
淡
い

ピ
ン
ク
や
む
ら
さ
き
、
白
な
ど
色

と
り
ど
り
の
作
品
に
は
、
 一
つ
ー
 

つ
に
作
者
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
 

会
員
の
方
は
 
「毎
日
毎
日
の
手

入
れ
は
大
変
だ
が
、
 一
本
の
樹
か

ら
数
種
の
色
の
花
を
咲
か
せ
た
り

す
る
。
そ
ん
な
楽
し
み
が
あ
る
」
 

と
、
盆
栽
の
魅
力
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
 

ま
た
、
観
賞
に
訪
れ
た
人
た
ち

に
会
員
か
ら
、
さ
つ
き
の
苗
木
が

無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
 

金
木
小
学
校

（
校長
廿
蝦
名
昭

逸
）
の
三
年
生
と
父
兄
が
七
月
四

日
、
金
木
自
動
車
学
校
で
自
転
車

安
全
教
室
「
親
子
の
集
い
」
を
開

き
、
百
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
三
年
生
に
な
る
と

自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
許
可
さ
れ

ま
す
。
安
全
教
室
は
自
転
車
で
遊

ぶ
児
童
に
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
 
 い

よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
な
ど
、
自
動
車
学
校
の
職

員
の
指
導
の
も
と
、
保
護
者
と

一

緒
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
、
点
検
カ
ー
ド
で
ブ

レ
ー
キ
や
ラ
イ
ト
な
ど
が
正
し
く

作
動
す
る
か
一
点

一
点
入
念
に
チ

エ
ッ
ク
し
、
仮
設
コ
ー
ス
で
の
実

技
に
移
り
ま
し
た
。
勢
い
よ
く
乗

り
回
す
児
童
か
ら
、
慎
重
な
運
転

の
児
童
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
見
て

い
る
保
護
者
の
方
を

ハ
ラ
ハ
ラ
さ

せ
る
場
面
も
随
所
に
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
指
導
員
か
ら
標
識
の

見
方
や
右
左
折
時
の
注
意
点
な
ど

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
全
員
が
 

「正
し
い
乗
り
方
」
 
の
 
か
コ
ツ
4
 

を
教
わ
り
ま
し
た
。
 

夏
休
み
中
、
事
故
で
ケ
ガ
を
し

な
い
よ
う
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
守

リ
、
元
気
な
顔
で
二
学
期
を
迎
え

て
く
だ
さ
い
。
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▲ルールやマナーを守り安全運転を／ 
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